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1. 検討経緯 

ここでは、「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示された検討手

順や、これまでの検討経緯について記述しています。 

詳細については、「報告書（素案）」P1-1～P1-7を参照してください。 

 

2. 流域及び河川の概要について 

肱川は愛媛県南西部に位置し、その源を愛媛県西予市の鳥坂
と さ か

峠（標高460ｍ）に発し、途

中、四国山地の約1,000ｍもの標高部を源流とする小田川
お だ が わ

、河辺
か わ べ

川
がわ

など数多くの支川を合わ

せながら大洲盆地を貫流して、瀬戸内海（伊予灘
い よ な だ

）に注いでいる河川です。幹線流路延長は

103km、流域面積は1,210km2となっています。 

山鳥坂ダムが計画されている河辺川は、その源を笹峠（標高950ｍ）に発し、山間部を西

南西に流下し、中野地先で肱川に合流する延長22.5km、流域面積67.8km2の一級河川です。 

肱川流域の年降水量は約1,600mm～2,000mmであり、その大半は梅雨期～台風期に集中し

ています。肱川は、流域が手のひらのような地形になっており、下流域の大洲盆地に川が

集まっていること、瀬戸内海に流れている四国の一級河川の土器川や重信川に比べて、河

床勾配が非常に緩いこと、大洲盆地から下流は山が両岸から迫り、河口に行くほど平野の

広がりがないことなどの地形特性が洪水被害を受けやすい要因となっています。 

肱川流域は、平成21年の渇水においては、鹿野川ダムの貯水位がダム完成後50年間で最

も低いEL63.14ｍを記録しました。この渇水の影響で、下流取水施設で取水が不可能とな

り、また、アユの遡上障害が発生しています。さらに昭和30年代以降の平水流量が減少し

ていることから、肱川流域内の自治体や住民からその対応が強く望まれています。 

詳細については、「報告書（素案）」P2-1～2-59を参照してください。 

 

3. 検証対象ダムの概要 

山鳥坂ダムは、愛媛県大洲市の肱川水系河辺川において事業中のダムで、洪水調節、流

水の正常な機能の維持を目的としています。昭和57年度に予備調査、昭和61年度に実施計

画調査、平成4年度に建設事業に着手しています。 

建設に要する費用の概算額は約850億円、工期は昭和61年度から平成35年度までの予定

です。 

現在の進捗状況として、用地取得、家屋移転及び付替道路は進捗率0％、工事用道路は

進捗率12％となっていますが、ダム本体及び関連工事は未着手となっています。 

詳細については、「報告書（素案）」P3-1～3-13を参照してください。 

 

4. 山鳥坂ダム検証に係る検討の内容 

ここでは、山鳥坂ダム建設事業について点検を行い、洪水調節、流水の正常な機能の維

持の2つの目的ごとに山鳥坂ダムを含む対策案と山鳥坂ダムを含まない対策案を検討して
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います。その後、目的別の総合評価を行った上で、山鳥坂ダム建設事業に関する総合的な

評価を行っています。 

4.1 検証対象ダム事業等の点検 

・山鳥坂ダム建設事業の総事業費、堆砂計画、工期や計画の前提となっているデータ等

について詳細に点検を行いました。 

事 業 費：残事業の数量や内容について、これまでの実施内容や今後の変動要因等 

を考慮して点検を行った結果、検証に用いる残事業費は約691億円とな 

っています。 

工   期：工期の点検を行った結果、現時点の設計に基づいて残事業を実施すると 

工事用道路着手からダム事業が完了するまでに概ね14年かかる見込み

となっています。 

堆   砂：近傍類似ダムの堆砂実績を平成23年まで追加し点検を行った結果、現計 

画の堆砂容量を越えないことを確認しています。 

雨量・流量 ：今回の検証に係る検討は、過去の洪水実績など計画の前提となっている

データ等について点検を行い、必要な修正を反映したデータを用いて実

施しています。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-1～4-5を参照してください。 

 

4.2 洪水調節の観点からの検討 

・治水対策案は、肱川水系河川整備計画【中下流圏域】（以下、「河川整備計画」という。）

で想定している目標と同程度の目標を達成することを基本としています。 

・複数の治水対策案の立案にあたっては、戦後最大洪水である昭和20年9月洪水とピー  

ク流量が同規模の洪水を流下させることとし、目標流量は基準地点大洲において 

5,000m3/sとしています。 

・河川整備計画の目標流量に対して、洪水調節施設等による洪水調節を行った上で、計  

画高水位（「部分的に低い堤防」の箇所では堤防高）以下の水位で洪水が流れるよう 

に、治水対策案ごとに河道断面の設定等を行っています。 

・河川整備計画の目標流量に対して、山鳥坂ダムを含まない治水対策案について26案を

立案し、これらの治水対策案を4グループに分類したうえで概略評価を行い、8案を抽

出しています。これに、山鳥坂ダムを含む案を加えた9案の治水対策案について、7

つの評価軸ごとに評価を行っています。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-6～4-106を参照してください。 

 

4.3 流水の正常な機能の維持の観点からの検討 

・河川整備計画において想定している目標と同程度の目標を達成することを基本とし

ています。 
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・流水の正常な機能を維持するために必要な流量として、大洲地点において冬期以外は

概ね6.5m3/s（冬期は概ね5.5m3/s）、鹿野川ダム直下において冬期以外は概ね6.0m3/s

（冬期は概ね3.2m3/s）、山鳥坂ダム直下において通年概ね0.5m3/sを確保することと

しています。 

・また、自然な流れを回復するため肱川発電所のピーク立て発電を廃止し、流水の正常

な機能を維持するために下流へ流す水量を利用した従属発電とすることとしていま

す。さらに、野村ダム、鹿野川ダム、山鳥坂ダムの3ダムは統合管理を行い、大洲地

点の自然流量（ダムがない場合の自然の流量）が平水流量程度（過去40年間の平水流

量は、概ね20m3/s）以下となった場合には3ダム全体では貯留せず（貯留制限）に河

川の自然な流れの回復を図ることとしています。 

・河川整備計画の目標に対して、山鳥坂ダムを含まない流水の正常な機能の維持対策案

について9案を立案し、これらの流水の正常な機能の維持対策案を3グループに分類し

たうえで概略評価を行い、3案を抽出しています。これに、山鳥坂ダム案を加えた4

案について、6つの評価軸ごとに評価を行っています。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-107～4-152を参照してください。 

 

4.4 目的別の総合評価 

4.4.1 目的別の総合評価（洪水調節） 

・4.2に示した9つの治水対策案の評価軸ごとの評価結果を踏まえ、目的別の総合評価（案）

（洪水調節）を行った結果を以下に示します。 

1)一定の「安全度」(河川整備計画において想定している目標流量［大洲地点］

5,000m3/s）を確保することを基本とすれば、「コスト」について最も有利な案

は「山鳥坂ダム案」である。 

2)「時間的な観点から見た実現性」として、10年後に完全に効果を発現していると

想定される案はなく、20年後に他案に比べ最も効果を発揮していると想定される

案は、「山鳥坂ダム案」である。 

3) 「持続性」、「柔軟性」、「地域社会への影響」、「環境への影響」への評価

軸については、1)、2)の評価を覆すほどの要素はないと考えられるため、洪水調

節において最も有利な案は｢山鳥坂ダム案｣である。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-153～4-157を参照してください。 

 

4.4.2 目的別の総合評価（流水の正常な機能の維持） 

・4.3に示した4つの流水の正常な機能の維持対策案の評価軸ごとの評価結果を踏まえ、

目的別の総合評価（案）（流水の正常な機能の維持）を行った結果を以下に示します。 

1)一定の「目標」(清流の復活を目指し、流水の正常な機能を維持するために必要

な流量の確保（大洲地点：冬期以外 概ね6.5m3/s、冬期 概ね5.5m3/s、鹿野川ダ
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ム直下：冬期以外 概ね6.0m3/s、冬期 概ね3.2m3/s、山鳥坂ダム直下：通年 概ね

0.5m3/s）と自然な流れを回復させること）を確保することを基本とすれば、「コ

スト」について最も有利な案は「山鳥坂ダム案」である。 

2)「時間的な観点からみた実現性」として10年後に「目標」を達成することが可能

と想定される案はないが、20年後に「目標」を達成することが可能と想定される

案は、全ての案である。 

3)「持続性」、「地域社会への影響」、「環境への影響」への評価軸については、

1)の評価を覆すほどの要素はないと考えられるため、「コスト」を最も重視する

こととし、流水の正常な機能の維持において最も有利な案は「山鳥坂ダム案」で

ある。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-158～4-161を参照してください。 

 

4.5 検証対象ダムの総合的な評価 

・検証対象ダムの総合的な評価を以下に示します。 

治水（洪水調節）、流水の正常な機能の維持について目的別の総合評価を行った結果、

最も有利な案は｢山鳥坂ダム案｣となり、全ての目的別の総合評価の結果が一致した。

よって、総合的な評価において、最も有利な案は、｢山鳥坂ダム案｣である。 

・詳細については、「報告書（素案）」P4-162を参照してください。 

 

5. 費用対効果の検討 

山鳥坂ダム建設事業の費用対効果分析について、「治水経済調査マニュアル（案）」等に

基づき、算定を行った結果、山鳥坂ダム建設事業の費用対効果（B/C）は約1.3という結果

を得ています。 

詳細については、「報告書（素案）」P5-1～5-7を参照してください。 

 

6. 関係者の意見等 

ここでは、「山鳥坂ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」の開催状況や

平成24年10月29日に開催した検討の場において、検討主体が示した内容に対する構成員の

見解について記述しています。 

また、平成24年8月8日から平成24年9月7日に実施したパブリックコメントの結果につい

て記述しています。 

詳細については、「報告書（素案）」のP6-1～6-32を参照してください。 

なお、今後実施予定の学識経験を有する者等、関係住民、関係地方公共団体の長からの

意見聴取については、それぞれ実施後にその結果等について記述する予定です。 
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7. 対応方針（案） 

今後、対応方針の原案を作成し、事業評価監視委員会の意見を聴き、対応方針（案）を

記述する予定です。 


